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■奈良県立大学学園祭の告知

Go to the ＳＨＵＫＡ‼
　　　　華ある宴が今ここに
　　５２（ごっつ）ええ感じ～‼

第 52回秋華祭、来場するすべての人を楽しませます。

11/5（日）

働く ナラ ・ プロジェクト
　COC／COC+推進室では、学生同士でキャリアについて考える「ピア・キャリア・サポート」のシステム構築を進めてい
ます。平成29年度は、学生たちが主に奈良で働く社会人にスポットを当て、奈良で働くこと・暮らすことについてインタ
ビュー調査をする「働くナラ・プロジェクト」を開始。５月にはプレイベントとして、橿原市にある辰巳電子工業（株）を訪問
し、社内見学や社員の方 と々の座談会の機会を設けていただきました。今後も、学生自らが企業訪問し、その内容を成
果物にまとめて、学内に広報していく予定です。現在、メンバー７名で活動中で、月２回ほど実施している定例会議で
は、プロジェクトの方向性や、奈良で働くこと・暮らすことについてディスカッションを行っています。奈良の社会人のライフ
スタイルに焦点を当てた「働くナラ・プロジェクト」の今後の活動内容にぜひ注目してください。

辰巳電子工業見学ツアー

辰巳電子工業見学ツアー 成果物作成中定例会議

ホームページリニューアル https://www.narapu.ac.jp/
大学ホームページをリニューアルしました。デザインを
一新したほか、英･中･韓の翻訳機能なども追加しました。
今後も充実した、また迅速な情報発信に努めていきます。

奈良県立大学



　
平
成
24
年
８
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申「
新

た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換

に
向
け
て
〜
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考
え
る
力

を
育
成
す
る
大
学
へ
〜
」は
、社
会
が
大
学
に
期
待

す
る
高
等
教
育
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。社
会

経
済
構
造
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
、社
会
の
未

来
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、そ
れ
ら
の
人
材
を
育
成
す
る
大
学
へ
の
期
待
は

大
き
い
と
い
え
ま
す
。平
成
28
年
３
月
、中
央
教
育

審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
教
育
部
会
は
、「
卒
業
認

定
・
学
位
授
与
の
方
針
」（
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー
）、

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

ポ
リ
シ
ー
）及
び「
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
」（
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー
）の
策
定
及
び
運
用
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
、各
大
学
が
個
々
の
建
学

の
精
神
や
強
み・特
色
等
を
踏
ま
え
て
、大
学
教
育
の

質
保
証
と
そ
の
向
上
を
目
指
し
、３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

を
適
切
に
策
定
し
、そ
れ
ら
に
沿
っ
た
充
実
し
た
大

学
教
育
を
自
主
的・自
律
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、平
成
29
年
３
月
に
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を

策
定
し
、従
来
の
知
識
修
得
型
の
学
び
だ
け
で
は
な

く
、対
話
と
経
験
を
重
視
し
、創
造
力
を
持
つ
人
材

を
育
て
る
た
め
に
、学
生
と
教
員
が
と
も
に
切
磋
琢

磨
す
る
よ
う
な
学
び
の
場
を
創
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
学
習
コ
モ
ン
ズ
制
」は
、本
学
の
独
創
的

な
教
育
シ
ス
テ
ム
で
す
。学
ぶ
こ
と
と
教
え
る
こ
と
が

分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、教
え
な
が
ら
学
び
、学
び

な
が
ら
教
え
る
こ
と
で
、学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
意

味
を
理
解
し
ま
す
。本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・
ポ
リ

シ
ー
の
特
色
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目
及
び
専
門
科

目
の
履
修
に
よ
る
知
識
の
修
得
、初
年
次
教
育
及
び

２
〜
４
年
生
の
コ
モ
ン
ズ
教
育
で
の
対
話
と
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
経
験
を
通
し
て
創
造
力
を
養
成
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
は
、新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、学
生
の
学
び
の
幅
や
機

会
を
広
げ
る
と
と
も
に
、教
育
の
質
保
証
と
そ
の
向

上
を
目
的
に
、宮
城
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
、学
生

の
交
流
、教
員
の
交
流
、共
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

等
に
取
り
組
み
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
や
強
み
を

持
つ
公
立
大
学
が
連
携
協
力
し
、そ
の
教
育
資
源
を

相
互
に
活
用
す
る
こ
と
で
創
造
力
豊
か
な
地
域
人

材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

「奈良県立大学」のロゴマークは、シルクロード
経由で伝わったとされる「唐草模様」のイメージ
で「NARA」の文字をデザインし、奈良の枕詞「青
丹よし」の色である青色（緑色）と朱色、冠位十二
階の最上位の色である紫色で「最高学府」に相応
しい県立大学のロゴを表現しました。

制作者：東京藝術大学名誉教授・奈良県立大学客員教授
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宿
泊
者
の
数
を
見
る
と
、
奈
良
県
は
全
国

で
下
か
ら
２
番
目
で
あ
る
。
東
大
寺
、
興
福

寺
か
ら
薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
あ
た
り
ま
で
な

ら
、
近
隣
か
ら
日
帰
り
で
参
拝
で
き
る
が
、

法
隆
寺
も
同
時
と
な
れ
ば
少
々
き
つ
い
。
さ

ら
に
、
県
南
の
温
泉
地
ま
で
足
を
延
ば
す
と

な
れ
ば
、
２
、
３
日
は
必
要
だ
。
海
外
か
ら

の
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
人
で

も
、
東
京
な
ど
遠
方
か
ら
来
る
場
合
、
奈
良

を
満
喫
す
る
た
め
に
は
、
泊
り
が
け
と
な
る
。

そ
れ
な
の
に
宿
泊
客
は
少
な
い
。
そ
の
こ
と

を
端
的
に
示
す
数
字
が
あ
る
。
観
光
客
１
人

一
回
当
た
り
の
消
費
額
だ
。
例
え
ば
長
野
県

が
約
１
万
７
０
０
０
円
な
の
に
対
し
、
奈
良

県
は
約
６
４
０
０
円
に
止
ま
り
、
全
国
で
も

低
い
部
類
に
属
す
る
。

　
宿
泊
客
が
少
な
い
理
由
は
何
か
。
旅
館
は

数
多
く
あ
る
が
、
稼
働
率
が
極
端
に
低
く
、

ホ
テ
ル
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
先
ず
あ
げ
ら
れ

る
。
今
、
宿
泊
施
設
の
不
足
は
大
都
市
圏
共

通
の
悩
み
だ
が
、
奈
良
県
で
も
日
本
旅
館
の

活
用
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
の
増
強
が
急
務

だ
。

　
急
増
す
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
奈
良

県
に
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
宿
泊
施
設
の
充
実
に
加
え
、

観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
と
ア
ク
セ
ス
の
整
備
が
欠
か

せ
な
い
。
と
り
わ
け
、
奈
良
県
は
観
光
資
源

が
県
下
に
点
在
す
る
た
め
、
観
光
地
を
巡
る

公
共
ア
ク
セ
ス
（
二
次
交
通
）
の
整
備
と
そ

の
利
便
性
の
向
上
は
急
務
だ
。

　
訪
日
外
国
人
に
占
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
客
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
に
は
全
体

の
６
割
に
当
た
る
２
４
０
０
万
人
に
な
る
と
政

府
は
予
想
す
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
個
人
か

家
族
あ
る
い
は
小
グ
ル
ー
プ
の
旅
行
が
多
い
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
空
港
に
到
着
し
て
も
、
迎

え
の
バ
ス
は
待
っ
て
い
な
い
し
、
観
光
地
を
巡

る
に
し
て
も
、
電
車
や
バ
ス
を
使
う
の
が
一
般

的
だ
。
日
本
人
も
遠
隔
地
か
ら
来
る
と
な
れ

ば
同
じ
だ
し
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
が
進
む

の
で
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
頼
る
わ
け
に
も
い
か
な

く
な
る
。

　
二
次
交
通
に
つ
い
て
は
、
第
１
に
、
案
内
の

充
実
が
必
要
だ
。
今
で
は
、
路
線
、
運
賃
、

ダ
イ
ヤ
、
乗
換
な
ど
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
簡
単

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
過
疎
地
で
の
利

用
と
な
れ
ば
、見
当
が
つ
か
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
も
そ
も
、
路
線
の
廃
止
、
便
数
の
削
減
に

よ
り
、
観
光
地
巡
り
の
用
を
な
さ
な
い
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
観
光
立
県
を
標
榜
す
る
な

ら
、
一
度
利
用
者
の
身
に
な
っ
た
総
点
検
が
必

要
だ
。
第
２
に
、
電
車
バ
ス
の
利
用
に
当
た
っ

て
の
利
便
性
の
向
上
が
課
題
だ
。
観
光
地
で

電
車
や
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
外
国
人
を
多

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
路
線
に
よ
っ
て

は
、
大
半
が
外
国
人
で
、
日
本
人
が
身
を
縮

め
る
姿
も
見
か
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ス

の
料
金
支
払
い
方
法
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
各
社

バ
ラ
バ
ラ
で
、
日
本
人
で
も
初
め
て
乗
る
路
線

で
は
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
。
日
本
語
が
分
か

ら
ず
、
字
が
読
め
な
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
、

さ
ら
な
る
難
関
と
な
り
、
乗
務
員
と
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
見
か
け
る
。
さ
ら
に
、
電

車
で
も
、Ｊ
Ｒ
の
パ
ス
を
持
っ
た
外
国
人
が
私

鉄
へ
の
直
通
電
車
に
乗
り
、
降
り
た
駅
で
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
外
国
人
が
Ｊ
Ｒ

と
私
鉄
の
区
別
や
有
効
区
間
が
分
か
ら
な
い

か
ら
と
いっ
て
責
め
る
の
は
酷
だ
。
毎
日
の
よ

う
に
現
場
で
混
乱
が
続
い
て
い
る
の
に
、
改
善

策
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
は
胸
を
張
る
だ
ろ
う
。
早
く
か
ら
全

国
周
遊
パ
ス
を
発
売
し
て
い
る
と
。
し
か
し
、

最
速
で
本
数
も
多
い
「
の
ぞ
み
号
」
に
は
乗

れ
な
い
し
、Ｊ
Ｒ
以
外
の
路
線
で
は
使
え
な

い
。
外
国
人
観
光
客
の
目
か
ら
見
れ
ば
欠
陥

商
品
で
し
か
な
い
。
関
西
地
区
で
は
、
種
々

の
回
遊
乗
車
券
が
発
売
さ
れ
て
お
り
、
一部
の

も
の
は
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
の
区
別
な
く
利
用
で
き

る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
種
類
が
多
く
、
選

択
に
迷
う
。Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
関
西
圏
周

遊
乗
車
券
も
今
年
発
売
さ
れ
た
。
一
歩
前
進

だ
が
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
対
応
で
き
な
い
路
線
で

は
使
え
な
い
な
ど
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
。

　
ス
イ
ス
を
旅
行
す
る
た
び
に
感
心
す
る
の

が
、「
ス
イ
ス
パ
ス
」
の
存
在
だ
。
発
行
条
件

は
外
国
人
が
ス
イ
ス
国
外
で
購
入
す
る
こ
と

だ
が
、
ス
イ
ス
国
内
の
鉄
道
（
座
席
指
定
な

ど
は
別
途
料
金
が
か
か
る
。）、
全
国
で
鉄
道

と
接
続
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の一
部
を
担
う
ポ

ス
ト
バ
ス
、
湖
に
面
す
る
町
を
結
ぶ
船
、
さ

ら
に
は
、
主
要
都
市
の
バ
ス
、
路
面
電
車
ま

で
も
が
期
間
内
な
ら
乗
り
放
題
だ
。
一
部
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
区
間
に
も
有
効
だ
し
、

博
物
館
、
美
術
館
の
入
場
も
無
料
に
な
る
。

観
光
地
の
登
山
電
車
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
も
パ
ス

を
見
せ
れ
ば
割
引
料
金
で
乗
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ス
イ
ス
を
旅
行
し
た
こ
と
の

あ
る
人
な
ら
気
付
く
こ
と
だ

が
、
物
価
は
高
く
、
鉄
道
料

金
も
例
外
で
は
な
い
。
ス
イ
ス

パ
ス
の
価
格
も
決
し
て
安
く
は

な
い
が
、
そ
の
便
利
さ
に
は
代

え
が
た
い
。
パ
ス
だ
け
で
は
な

い
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

案
内
も
優
れ
て
い
る
。
全
国

統
一
さ
れ
た
電
車
バ
ス
の
時
刻

表
。
連
邦
鉄
道
、
私
鉄
の
区

別
の
な
い
駅
構
内
の
電
光
掲

示
を
含
め
た
案
内
。
ほ
か
に

も
時
間
に
正
確
な
運
行
な
ど
、

外
国
人
旅
行
者
に
全
く
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ

せ
な
い
工
夫
の
数
々
は
、
観
光
先
進
国
の
面

目
躍
如
だ
。

　
県
立
大
学
に
は
、
観
光
創
造
コ
モ
ン
ズ
が

あ
る
。
広
く
観
光
問
題
を
研
究
し
、
教
育

に
当
た
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
お
ひ
ざ
元
に

特
化
し
た
研
究
活
動
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
外
国
人
観
光

客
受
入
に
対
す
る
ス
イ
ス
（
そ
の
広
さ
は
九

州
程
度
）
と
奈
良
の
比
較
研
究
な
ど
県
の
観

光
振
興
に
役
立
つ
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
そ
の
際
、
私
の
さ
さ
や
か
な
知
見

が
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

県 立 大 学 に 望 むこと

巻 頭
エッセイ

元国土交通省事務次官、奈良県立大学客員教授　岩村　敬

P r o f i l e

岩 村　敬
いわ むら さとし

東京大学法学部卒。運輸省（当時）

入省後、航空局長、運輸政策局長、

国土交通省総合政策局長などを経

て、2004 年国土交通省事務次官、2005 年退官。その後、（財）

港湾近代化促進協議会会長、慶應義塾大学環境情報学部教授、

東京大学公共政策大学院特任教授、（株）損害保険ジャパン顧

問、関西電力（株）顧問、関西国際空港（株）取締役会長を歴任。

現在、（一財）環境優良車普及機構会長、（公財）交通エコロジー・

モビリティ財団会長などを兼ねる。
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ー 

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
・
政
策

ー 

景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ー 

ア
ジ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
交
流

観
光
創
造

コ
モ
ン
ズ

学
び
の
One
シ
ー
ン

国の登録有形文化財となっている若桜駅

都
市
文
化
政
策
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
２
０
１
７
年
３
月
27
日
に「
大
仏
鉄
道
は
府
県
境
を
ど
の
よ
う
に
越
え

た
か―

「
幻
の
大
仏
鉄
道
遺
構
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」の
制
作
過
程
か
ら―

」

を
開
催
し
ま
し
た
。本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、奈
良
市
が
観
光
客
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
の一環
と
し
て
実
施
し
た「
幻
の
大
仏
鉄
道
遺
構
め
ぐ
り

マ
ッ
プ
」の
制
作
過
程
と
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

同
マ
ッ
プ
は
古
代
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
奈
良
に
お
い
て
、明
治
期
の
遺
構・

遺
産
に
焦
点
を
あ
て
る
試
み
で
、地
域
に
お
け
る
歴
史
的
資
源
の
活
用
の

新
た
な
試
み
と
い
え
ま
す
が
、地
域
資
源
の
大
仏
鉄
道
を
長
年
研
究
し

て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ「
大
仏
鉄
道
研
究
会
」等
の
民
間
団
体
や
奈
良

市・木
津
川
市
な
ど
の
行
政
組
織
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し

た
。本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、同
マ
ッ
プ
の
制
作
過
程
を
と
お
し
て
地
域
資

源
の
再
活
用
に
お
け
る
様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
、今
後
の
都
市
政
策
に

必
要
な
知
恵（
視
点
）を
学
生・教
員
の
立
場
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
ま
ず
、マ
ッ
プ
の
制
作
過
程
を
調
査
し
た
学
生
が
、府
県

境
を
ま
た
い
で
実
現
し
た
行
政
の
連
携
の
実
態
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。鶴
谷
講
師
か
ら
は
、複
数
の
行
政
と
民
間
団
体
の
連
携
が
、

行
政
職
員
の
意
識
改
革
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、民
間
団
体
の
活
動
に
も

「
公
共
性
」が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

西
尾
講
師
と
学
生
が
、大
仏
鉄
道
の
車
輛
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
事
例
に
、地
域
に
眠
る
歴
史
資
源
を
観
光
資
源
へ
と
変
え
て
い
く
た

め
に
は
、ア
ー
ト
が
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
と
な
る
と
し
、想
像
力
を
駆
使

す
る
こ
と
が
観
光
資
源
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

 

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、実
際
に
制
作
に
か
か
わ
っ
た

行
政
、民
間
団
体
の
担
当
者
に
、制
作
過
程
の
実
態
や
思
い
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。奈
良
市
観
光
振
興
課
の
上
野
氏
と
堀
田
氏
は
、マ
ッ

プ
制
作
で
こ
だ
わ
っ
た
点
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
や
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。一方
、大
仏
鉄
道
研
究
会
の
高
橋
氏
か
ら
は
、奈
良

市
・
木
津
川
市
に
共
通
す
る
歴
史
文
化
的
背
景
が
マ
ッ
プ
制
作
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、マ
ッ
プ
の
完
成
に
よ
っ
て
当
初
は

ロ
ー
カ
ル
な
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
大
仏
鉄
道
が
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に

な
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。木
津
川
市
観
光
商
工
課
の
西
谷
氏
は
、

マ
ッ
プ
制
作
の
意
義
と
し
て
、実
際
に
走
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
観
光

資
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、大
仏
鉄
道
研
究
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
す
べ
て
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
形
に
で
き
た
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
日
は
、平
日
に
も
関
わ
ら
ず
来
場
者
が
１
７
０
人
に
の
ぼ
り
、一般
市

民
の「
大
仏
鉄
道
」へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。協
力
を
お

願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、行
政
担
当
者
の
生
の
声
を
聞
け
た
こ
と
や

学
生
の
視
点
か
ら
の
発
表
に
好
意
的
な
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。大
仏
鉄
道
と
い
う
地
域
の
身
近
な
資
源
を
素
材
に
大
学
生
が
研
究

を
お
こ
な
い
、異
な
る
分
野
の
研
究
者
が
分
析
し
、実
務
に
携
わ
っ
た
行

政
職
員
、民
間
団
体
の
当
事
者
が
そ
ろ
っ
て
登
壇
す
る
こ
と
で
、社
会
還

元
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー 

都
市
社
会
史

ー 

メ
デ
ィ
ア
・
表
象

ー 

ア
ー
ト
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

都
市
文
化

コ
モ
ン
ズ

学
び
の
One
シ
ー
ン

都市文化政策提言シンポジウム

奈良市の
観光振興を考える
ワークショップ

日本庭園
（京都市無鄰菴）で
指定管理者さんの
思想に触れる

スリランカ在住の
青年海外協力隊員
との交流会

若桜駅の
歴史遺産
の見学

西尾講師
による発表

シンポジウム
のチラシ

学生発表

市
町
村
の
観
光
政
策
を
調
べ
る

　
全
国
各
地
の
市
町
村
で
、観
光
振
興
が
主
要
な
政
策
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。観
光
創
造
コ
モ
ン
ズ
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス・政
策
分
野
の
３
年
ゼ

ミ
で
は
、昨
年
度
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
や
出
身
地
の
市
町
村
の

観
光
行
政
と
政
策
を
調
べ
、各
自
で
発
表
し
ま
し
た
。資
料
入
手
が
大

変
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、情
報
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
現
代
社
会
な
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
簡
単
で
す
。各

市
町
村
に
は
長
期
総
合
計
画
が
あ
り
、観
光
に
絞
っ
た
長
期
計
画
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。重
要
な
資
料
で
あ
る
予
算
書
や
住

民
へ
の
広
報
書
類
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

か
ら
、各
市
町
村
の
総
合
計
画
に
占
め
る
観
光
の
大
き
さ
、観
光
振
興

予
算
の
全
予
算
に
占
め
る
割
合
、観
光
の
主
要
政
策
が
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、地
域
の
観
光
政
策
を
担
う
も
う
１
つ
の
組
織
は
観
光
協
会
の

組
織
、仕
事
、収
入
と
支
出
、市
町
村
と
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た
。

鉄
道
を
軸
に
し
た
観
光
振
興

　
20
世
紀
後
半
か
ら
、日
本
の
多
く
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
が
廃
線
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。現
在
、営
業
し
て
い
る
鉄
道
の
多
く
が
存
廃
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。人
口
減
少
下
で
は
、「
地
元
住
民
が
も
っ
と
乗
っ
て
鉄
道

を
残
す
」と
い
う
従
来
の
方
法
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。そ
れ
に
代
わ
っ
て
、「
観
光
客
を
増
や
し
、観
光
客
に
乗
っ
て
も
ら
っ

て
鉄
道
を
残
す
」が
、ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
経
営
戦
略
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
ま
た
、観
光
資
源
と
し
て
の
鉄
道
の
魅
力
を
宣
伝
し
、鉄
道

だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
観
光
需
要
を
拡
大
す
る
と
い
う
地
域
の
観

光
振
興
戦
略
と一
体
と
な
り
う
る
も
の
で
す
。開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
き
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
、20
世
紀
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
遺
産
と
な

り
え
ま
す
。

　
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
政
策
分
野
で
は
、一昨
年
度
、昨
年
度
に
続
き
今
年
度

も
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
観
光
客
誘
致
策
と
地
元
の
支
援
の
現
状
を
調
査

し
て
い
ま
す
。昨
年
度
、全
国
４
カ
所
の
鉄
道
の
取
り
組
み
を
調
査
し

ま
し
た
。鳥
取
県
の
若
桜
鉄
道
へ
出
か
け
て
、若
桜
鉄
道
、八
頭
町
、若

桜
町
の
方
に
お
話
し
を
聞
き
、鉄
道
施
設
や
そ
れ
以
外
の
観
光
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
に
は
存
廃
問
題
を
か
か
え
る
鉄
道
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、一
方

で「
放
っ
て
お
い
て
も
鉄
道
は
残
る
は
ず
」と
い
う
地
元
の
無
関
心
が
気

に
な
り
ま
す
。奈
良
県
の
鉄
道
、特
に
Ｊ
Ｒ
の
路
線
は
歴
史
が
古
く
、文

化
遺
産
に
な
る
よ
う
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。鉄
道
そ
の
も
の
の
魅
力
と

鉄
道
沿
線
の
観
光
資
源
を
結
び
つ
け
て
、観
光
客
を
増
や
せ
な
い
で

し
ょ
う
か
。今
年
度
は
、そ
の
よ
う
な
視
点
で
Ｊ
Ｒ
桜
井
線
を
取
り
上

げ
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

コ
モ
ン
ズ
活
動
事
例
報
告

コ
モ
ン
ズ
活
動
事
例
報
告

学生発表
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ー 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

ー 

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー 

共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ミュニ
ティ
デ
ザ
イ
ン

コ
モ
ン
ズ

ー 

地
域
経
済

ー 

地
域
産
業

ー 

流
通
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

地
域
経
済

コ
モ
ン
ズ

イメージ調査
（街並み）

香芝SA
での販促会

イメージ調査
（文化財）

かしば香る
みその仕込み
の取材

香
芝
市
と
奈
良
県
立
大
学

　
香
芝
市
は
奈
良
県
内
で
は
珍
し
く
人
口
が
増
加
し
て
い
る
都
市
で
あ
る

が
、今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
市
民
が
誇
り
を
持
って
香
芝
市
を
紹
介
で
き

る「
何
か
」を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。香
芝
市
に
も
歴
史・文
化

的
資
源
は
あ
る
も
の
の
、法
隆
寺
や
当
麻
寺
な
ど
の
高
い
知
名
度
を
持
つ
地

域
資
源
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。香
芝
市
商
工
会
で
は
、新
た
な
香
芝
市
の

イ
メ
ー
ジ
を
促
し
、住
民
が
誇
り
を
持
って
関
西
、さ
ら
に
は
全
国
に
発
信
し

て
い
く
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
く
、地
域
ブ
ラ
ン
ド

「K
A

SH
IBA

+

」（
カ
シ
バ
プ
ラ
ス
）認
定
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。

　
奈
良
県
立
大
学
は
平
成
27
年
に
香
芝
市
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
、

既
に
観
光
基
本
調
査
に
着
手
し
て
い
た
。今
回
の
活
動
は
、産
官
学
連
携

を
促
進
さ
せ
る一環
と
し
て
香
芝
市
商
工
振
興
課
の
支
援
を
受
け
、香
芝

市
商
工
会
が
実
践
的
教
育・学
習
の
場（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
先
）を

提
供
し
、地
域
経
済
コ
モ
ン
ズ
所
属
の
学
生
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
基
本
調
査

と
広
報
活
動
の
支
援
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

香
芝
市
で
の
調
査
内
容

　
調
査
に
先
立
っ
て
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
を
確
認
し
た
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
は
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、市
域
を
現
地
踏
査
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。市
内
の
南
西
部
を
皮
切
り
に
、中
部
を
経
て
次
第
に
北
西
部
、

北
東
部
へ
と
展
開
し
、４
回
の
現
地
踏
査
を
行
っ
た
。我
々
が
現
地
調
査
で

確
認
で
き
た
こ
と
は
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
、伝
統
と
の
調

和
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。市
の
西
側
に
は
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定

公
園
が
広
が
り
、森
林
が
み
ら
れ
る
。古
い
町
割
り
を
色
濃
く
残
す
地
域
が

あ
る一方
で
、新
し
く
宅
地
造
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
古
墳
跡
を
都
市
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
る
。の
ど
か
な
風
景
や
緑
地
の
点
在
は
、同
時
期
に

行
っ
た
地
域
住
民
へ
の
香
芝
イ
メ
ー
ジ・ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
も一致

し
て
い
た
。

 

「K
A

SH
IBA

+

」の
認
定
数
は
11
に
な
り
、食
品・工
業
品
だ
け
で
な
く

無
形
資
産
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、ほ
と
ん
ど
の
認
定
証
受
領
者
に
取
材

を
行
っ
た
。取
材
は
、認
定
後
の
抱
負
か
ら
始
ま
り
、製
品
に
つ
い
て
は
開
発

や
製
法
の
こ
だ
わ
り
、無
形
資
産
に
つ
い
て
は
活
動
の
経
緯
や
背
景
に
及
ん

だ
。認
定
品
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、認
定
さ
れ
た
人
々
の
今
後
の
展
望
も

多
様
で
あ
っ
た
。

取
組
み
の
ま
と
め

　
広
報
活
動
と
し
て
は
、か
し
ば
産
業
展
で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
紹
介
ブ
ー
ス

の
運
営
補
助
と
、西
名
阪
自
動
車
道「
香
芝
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
」で
の
認
定

品
販
促
会
の
支
援
が
あ
げ
ら
れ
る
。一連
の
活
動
を
つ
う
じ
て
、緑
の
多
さ
や

の
ど
か
さ
、文
化
や
伝
統
の
保
存
が
実
感
さ
れ
、人
々
が
抱
く
地
域
イ
メ
ー

ジ
と「
香
芝
」と
い
う
言
葉
に
は
調
和
が
み
ら
れ
た
。と
は
い
え
、こ
れ
ら
は

多
く
の
地
域
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
必
要

な
独
自
性
や「
香
芝
ら
し
さ
」を
同
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

コ
モ
ン
ズ
活
動
事
例
報
告

地
域
に
密
着
し
た
共
同
研
究
の
実
践

：

２
０
１
６
年
度 

コ
モ
ン
ズ
ゼ
ミ
Ⅱ（
プ
レ
卒
論
ゼ
ミ
）

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
コ
モ
ン
ズ
で
は
、２
年
次
の
コ
モ
ン
ズ
ゼ
ミ
Ⅰ
と
し
て
、

調
査
基
礎
演
習
と
４
種
類
の
文
献
購
読・地
域
演
習
を
、３
年
次
の
コ
モ
ン
ズ
ゼ

ミ
Ⅱ
で
は
、教
員
ご
と
の
８
つ
の
プ
レ
卒
論
ゼ
ミ
に
分
か
れ
た
対
話
型
少
人
数
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
度
の
３
年
次
の
佐
藤
プ
レ
卒
論
ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
全
員
に
よ
る

共
同
研
究「
郊
外
住
宅
地
に
お
け
る
多
世
代
交
流
に
資
す
る
居
場
所
形
成
に
向

け
た
研
究
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、ゼ
ミ
で
は
、研
究
の
背
景
と
な
る
地
区
の
特
徴
や
課
題
を
資
料
や
現
地

調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、多
世
代
交
流
や
居
場
所
づ
く
り
等
、コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
関
わ
る
文
献
や
資
料
を
分
担
し
て
読
み
、発
表
し
て
い

き
ま
し
た
。同
時
に
、自
治
連
合
会
や
公
民
館
等
、地
域
の
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
も
と
に
研
究
テ
ー
マ
を
深
め
た
り
、奈
良
市
市
民
活
動
部
や
先
進
事
例

（
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
）を
訪
れ
て
行
政
の
取
組
み
や
大
学
生
に
よ
る
地
域
活
動
事

例
等
、多
方
面
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
考
え
方
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
研
究
対
象
と
な
っ
た
奈
良
市
鳥
見
地
区
は
50
年
余
前
に
開
発
さ
れ
た
住
宅

地
で
、奈
良・学
園
前
に
続
く
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
区
で
す
。

研
究
で
は
進
展
し
つ
つ
あ
る
少
子
高
齢
化
等
に
対
し
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
鳥
見
地
区
の
課
題
と
し
て
捉
え
、子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
生

活
や
地
区
に
対
す
る
意
識
を
把
握
し
、今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。そ
の一環
と
し
て
、子
ど
も
か
ら
大
人・高
齢
者
等
の
多
世

代
が
ふ
れ
あ
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
合
計
８
回
、企
画・実
践
し
、そ
の
効
果
や
課
題

を
来
場
者
へ
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
の
居

場
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「
ま
ん
ま
」で
の「
い
い
ば
し
ょ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
）の
ひ
と
つ
と
し
て
共
催
に
よ
り
実

施
し
た
他
、地
域
の
方
々
が
運
営
す
る
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
Ｕ
Ｒ
に

よ
る
富
雄
団
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
協
働
に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
間
、ゼ
ミ
で
は
、イ
ベ
ン
ト
時
の
調
査
結
果
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
、約
70
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
調
査
研
究
論
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。２
０
１
７

年
２
月
に
は
、４
年
生
の
卒
業
論
文
も
あ
わ
せ
、お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
た

ち
に
向
け
、研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
共
同
研
究
を
通
じ
て
、学
生
た
ち
は
、他
者
の
考
え
に
触
れ
、新
た

な
問
題
意
識
を
醸
成
し
、自
ら
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
の
検
討
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。同
時
に
、地
域
の
方
た
ち
と
の
協
働
や
交
流
の
体
験
も
、学
生
に
と
っ
て

大
き
な
力
に
な
って
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
モ
ン
ズ
活
動
事
例
報
告

小学校放課後
子ども教室での
かるたづくり

フィリピン・
オロンガポ市での
フィールドワーク

の様子

2年生の
調査基礎演習
の様子

若草山での
エクスカーション

地域の方たちに向けた研究報告会かしば産業展での地域ブランド認定品の紹介

学
び
の
One
シ
ー
ン

学
び
の
One
シ
ー
ン
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JR奈良駅、近鉄奈良駅から大学までの道を案内します。初め
て奈良県立大学に来られる保護者や高校生の皆さんに、学
校まで迷わずスムーズに来ていただけるよう“自分たちで制
作したマップ”を持って、一人一人に、「分かりやすく丁寧に」
を心がけた対応を目指します。気軽に声をかけていただき、
スムーズに学校へ向かっていただけるよう頑張ります‼

季夏の候、奈良県立大学オープン

キャンパスを行いました。学生が主

体となって多くの企画を行っており

大学や学生生活のことなどを知って

いただく機会となれたと思います。

厳しい暑さのなか３２９組もの方々に

ご来校いただき、誠にありがとうご

ざいました。
平成29年 8月5日（土） ９：30～15：00

Open 
Campus2017

奈良県立大学

今年のオープンキャンパスの学生企画は、大学の特色に合わせたものを準備しており、
それぞれの企画に学生の想いが込められています。
大学の雰囲気を知ってもらうのはもちろん、コモンズや受験などに関する相談なども積
極的に行い、来てくれた高校生や親御さんのさまざまな不安が少しでも解消され、スッキ
リした気持ちで受験に臨めるようなオープンキャンパスを目指します。

実行委員長　３回生　西元里佳子

駅案内

フリートークブースでは、資料や大
学案内などには載ってい

ない“現役県大生の生の声”をお届
けします！受験や、コモン

ズ制度、合格してからの大学生活、
下宿のことなど気になる

ことが多いと思いますので、受験生
の悩みに県大生が丁寧に

答えます！堅い話だけでなく、ささい
なことでも気軽に聞けま

す。先輩たちと話せるので受験勉強
へのモチベーションを高

めたい方におすすめです！

コモンズブースとは、４つのコモンズについて教員や学生から直接に話を聞くことができるところです！コモンズってなに？どんなことが学べるの？など、どんな質問にも丁寧にお答えします。普段、直接には聞けない教員や学生の生の声を聞いて、奈良県立大学での大学生活を少しでも身近に感じてもらえたら嬉しいです。そして、コモンズで学べることを知ることで、受験勉強のモチベーションにつなげてもらえたら嬉しいです！

キャンパスツアーは、県大生がオー
プンキャンパスに来てく

れた高校生や保護者の方にツアー形
式で構内を紹介します。

授業で1番多く使われる1号館、学
生が1番多く集まる食堂、

レポートや論文を作成する際に必ず
利用する図書館、そして

一番新しくできた地域交流棟など、
様々な施設を紹介します！

普段利用している学生が案内、説明
するからこそ知ることが

できる県大施設の魅力もきっとあ
るはずです！キャンパスツ

アーを通じて奈良県立大学の魅力
をオープンキャンパスに

来てくれた方たちに知ってもらえた
らいいなと思います。

桃本とは、現１回生にセンター試験
や本学での２次試験、推薦

入試についての勉強方法や体験談
などをアンケート、それを

掲載した「受験の時に役に立つ情報
」が満載の冊子です。奈

良県立大学には赤本がなく、受験生
にとっては受験情報を得

るのが難しい状況と考え桃本を制作
しました。また、桃本は先

輩からの応援メッセージも掲載して
いるのでモチベーション

アップにも繋がる冊子となっていま
す。

スライドショーは主に学生の大学生
活の写真を中心に作りま

した。入学後にしか分からない県大
生の学生生活。先輩たち

の様子を通して、受験生の皆さんに「
来年はこうなっているの

かな。」と、未来の自分を想像してワ
クワクしてもらいたいで

す！県大ならではのアットホームな雰
囲気をスライドショーか

ら感じてもらえたら嬉しいです。過
去問閲覧場所で流します

ので、閲覧の待ち時間も有効的に使
ってもらいたいと考えて

います！

１日しかないオープンキャンパス！無駄にせずに楽しんでもらいたい！小さい大学だけどオープンキャンパスの内容は盛りだくさんです！小冊子には、オープンキャンパスの詳しい時間割や、私たち実行委員が考えた各企画の紹介を載せています！効率的に、また有意義に県大のオープンキャンパスを楽しんでもらえるよう、開いて持ち歩きやすい小さな冊子で県大のオープンキャンパスを紹介します！

オープンキャンパスのときに感じた「
この大学に受かりたい」

と強く思った気持ち。それを入試の
時の自分への励みにして

ほしい。そして、親からの応援を感じ
てほしい。そんな思いか

ら、オープンキャンパスに来た受験
生やその親御さんにメッ

セージを書いてもらいます。メッセ
ージ用紙は桜の花びらを

かたどり、メッセージが集まったら、
桜が咲くようなデザイン

になっています！そして、そのメッセ
ージは推薦、前期、中期と

すべての受験の日に貼ります。入試
当日にそれを見た受験生

の「がんばろう」という思いに繋がれ
ばと考えています！

フリートーク

コモンズブース
キャンパスツアー

スライドショー

桃本

小冊子
メッセージ

教員によるコモンズ相談

ランチメニュー

English cafe

ぐるっと船橋ツアー

全体説明会

総合受付

模擬講義
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新学期部署

店 舗 部 門 機関誌『凪』のご紹介『学生棚』のご紹介 学生生活部門

だがしふぇあ

チョコレートフェア

ミーティングのようす

生協学生委員会 の活動紹介

新入生歓迎
『ウェルカムパーティー』のご紹介

　
学
生
生
活
部
門
が
原
稿
か
ら
製
本

ま
で
を
行
う
生
協
の
機
関
誌『
凪
』。

学
生
委
員
の
活
動
の
告
知
を
は
じ
め
、

春
夏
秋
冬
の
季
節
ご
と
の
情
報
や
、学

校
の
使
い
方
な
ど
、組
合
員
の
生
活
が

よ
り
良
く
な
る
情
報
を
届
け
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、春
号
は
新
入
生
特
別
号
と
し
、履

修
の
組
み
方
や
奈
良
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
、新
入
生
の
み
な
さ
ん
が
ま
だ

知
ら
な
い
学
校
や
奈
良
の
情
報
を
お

届
け
し
ま
し
た
！
発
行
し
た
ら
ま
た

お
知
ら
せ
す
る
の
で
手
に
取
っ
て
み

て
下
さ
い
。こ
ん
な
情
報
が
ほ
し
い
と

い
う
ご
要
望
は
お
近
く
の
学
生
委
員

ま
で
。

　W
ELC

O
M

E 
P

A
R

TY

、通
称

ウ
ェ
ル
パ
は
、毎
年
新
入
生
の
ほ
と

ん
ど
が
参
加
す
る
生
協
学
生
委
員

が
行
う
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
で

す
！
準
備
に
じ
っ
く
り
時
間
を
か

け
、新
入
生
の
不
安
を
吹
き
飛
ば

し
、全
員
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
ウ
ェ
ル
パ
に
な
る
よ
う
、新
学

期
部
門
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
学
生

委
員
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。た
だ

楽
し
い
だ
け
の
友
達
づ
く
り
の
場
で

は
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
大
学
を
案
内

し
た
り
、学
生
生
活
に
役
立
つ
情
報

を
ク
イ
ズ
に
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
！
会
場
の
装

飾
や
音
響
ま
で
全
て
学
生
委
員
が

行
う
の
で
、す
ご
く
大
変
で
す
が
、

新
入
生
が
ウ
ェ
ル
パ
で
仲
良
く
な
っ

た
友
達
と
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
の
を

見
る
と
、頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た

な
ぁ
と
、す
ご
く
嬉
し
く
な
り
ま

す
！
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
ウ
ェ
ル
パ
を
つ

く
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　
学
生
棚
と
は
購
買
の
棚
の
一
部
を
も
ら
い
、学

生
目
線
で
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
提
供

で
き
る
よ
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
店
舗
の
企
画
で

す
。各
月
ご
と
に
店
舗
部
門
か
ら
１
人
ず
つ
担
当

者
を
決
め
て
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。年
始
に

行
っ
た「
お
正
月
フ
ェ
ア
」や
、４
月
に
入
っ
て
新
し

く
で
き
た
友
達
と
分
け
あ
え
る
お
菓
子
を
た
く

さ
ん
並
べ
た「
シ
ェ
ア
フ
ェ
ア
」な
ど
、季
節
や
行

事
に
応
じ
た
も
の
の
ほ
か
、組
合
員
か
ら〝
こ
う

い
っ
た
商
品
を
多
く
置
い
て
欲
し
い
〞と
い
う
希

望
か
ら「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ェ
ア
」を
実
施
、フ
ェ
ア

内
容
の
意
見
を
収
集
し
、よ
り
組
合
員
の
声
を
反

映
し
た
学
生
棚
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
要
望
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
、１
人

１
人
が
自
分
の
企
画
に
責
任
と
や
り
が
い
を
持
っ

て
活
動
し
、毎
月
多
彩
な
学
生
棚
の
カ
タ
チ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
職
員
さ
ん
、パ
ー
ト
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
組
合
員
の
声
が
食
堂
や
購

買
に
反
映
さ
れ
、組
合
員
が
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
！

　
私
た
ち
生
協
学
生
委
員
会
は「
組
合
員
の
大
学
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
。」と

い
う
想
い
を
原
点
と
し
、常
に
そ
の
心
を
忘
れ
ず
に
活
動
し
て
い
ま
す
‼
組
合
員
と
は
大

学
生
協
に
加
入
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
他
大
学
と
比
べ
て
規
模
が
小
さ
い
奈
良
県
立
大
学
に
と
っ
て
、生
協
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
大
学
生
活
の
一
部
で
す
。今
年
は
学
生
委
員
の
数
が
大
幅
に
増
え
て
、今
ま
で
に
な
い

様
々
な
視
点
か
ら
、組
合
員
の
生
活
を
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
た
ち

の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
‼

　
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
通
り
生
活
の
一
部
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、最
初
に
述
べ

た
原
点
で
す
。「
よ
り
良
く
」と
い
う
こ
と

は
、既
に
あ
る
良
い
状
態
を
、も
っ
と
良
く

す
る
こ
と
で
す
。そ
れ
は
難
し
い
こ
と
で

す
が
、私
た
ち
は
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
志
を
持
っ
た
本
気
の
委
員
会
で
す
。

委員長　
堀部 七彩 さん

『凪』

『ウェルカムパーテ
ィー』のようす 記念撮影

プログラム

生協学生委員会の
マスコット：ジョーくん

　生協学生委員会は、県大生のより良い学生生活のために日々活動しています！ 活
動内容は、ウェルカムパーティーの開催を始めとする新学期活動や、食生活相談
会など日々の学生生活向上を目指した活動、生協店舗のサービス向上に携わる活
動など多岐に渡ります。また、サマーパーティーやウィンターパーティーなどの企画・

運営も手掛けています。毎週火曜日の部会では、真面目に考えるときは真面目に、力を抜くところは楽し
く活動しておりメリハリのある委員会です。組合員の大学生活の充実を目指し、男女仲良く活動しています！

　
留
学
を
希
望
す
る
学
生
を
支
援
す
る
制

度
に
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」が

あ
り
ま
す
。

　
留
学
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
費
用
面
で
、

そ
の
多
く
の
部
分
を
返
済
不
要
な
奨
学
金

制
度
で
賄
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す（※

制
度
に
は
種
々
の
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
）。

　
平
成
２９
年
度
、奈
良
県
立
大
学
生
よ
り
３

名
が
ト
ビ
タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の「
官
民

協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
：
地
域
人
材

コ
ー
ス「
奈
良
を『
開
く
』人
材
」グ
ロ
ー
カ
ル

人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
地
域
の
産
学
官
が
主
体
と
な
っ

て
留
学
生
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、こ
の「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」に
よ
り
留
学
中
の
３
名
に
、事
前
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　私は2017
年９月から
半年間、イ
ギリスのア
ダ ル ト エ
デ ュ ケ ー
ションセン
タ ー に 留
学し「生涯
学習」につ
いて学んで
きます。生
涯学習とは、人が生涯にわたり常に
学び続けることです。
　2040年、奈良市の年代別人口は
３人に１人が65歳以上になると予想
されています。訪れる超高齢化の時代
で生きがいを持って人が暮らしていく
ためには、生涯学習は欠かせないもの
なのではないかと考えました。私の留
学テーマは「奈良を生涯学習のモデ
ル都市にすること」です。働く人が、仕
事と余暇を両立し充実できるような
環境、高齢者や小さい子供を持つお
母さんが自らの学びたいことを学び、
やりたいことを実現できるような社
会、そのような仕組みがイギリスには
整っています。また、現地では手話な
どの講座も受講する予定です。
　１人で海外へ出ることに不安もあり
ますが、イギリスの柔軟な生涯学習の
仕組みを体感することが楽しみです。

「その経験が、未来への自信になる。」

イギリス・カンタベリー

　私は2017
年６月から
半年間、中
国 の 北 京
に留学しま
す。トビタ
テで応募し
ようと思っ
たきっかけ
は 単 純 に
留 学 費 用
を支援して
いただけるという制度に魅力を感じ
たからです。でも今は、事前研修や、
同じトビタテで留学する全国の同士
とのコミュニケーションを通して、通
常では経験できない様々な機会を頂
ける本当に魅力的なプログラムで、ト
ビタテでしか得られない価値がある
と感じています。
　私は中国で観光を学ぶと同時に、
奈良の魅力を発信し、より多くの外
国人観光客を誘致する予定です。
　今はすごく忙しく県大の友達と会
えないのが寂しいですが、行ってし
まったら今度は帰りたくなくなるぐら
いの気持ちで頑張りたいです！

中国・北京

　私は 2017
年９月から
４ヶ月、カナ
ダのビクト
リア大学へ
留学し、「代
替医療」に
ついて学ぶ
予 定 です。
代替医療と
は、簡単に
言えば効果
は認められているがその証明が難し
い、昔からある治療法です。留学へ
のきっかけは、うつ病治療の選択肢
に、代替医療を活用できないかと
思ったからです。カナダでは、東洋
医学・西洋医学に並び、代替医療
は第三の医療として重要視されてい
ます。私の夢は代替医療が、うつ
病や不眠、不妊に悩む方々の治療
として受けられるようになり、一人
でも多くの処方薬依存症の患者さん
達の新たなスタートをサポートする
ことです。
　今はまだ準備の段階ではあります
が、私自身、この留学をきっかけに、
また新しいスタートを切りたいと思
います。

カナダ・ブリティッシュコロンビア州

4年 長山真沙子さん2年  松村　綾乃さん2年 山下　瑞貴さん

県
大
か
ら
の
留
学
生
紹
介

奈
良
か
ら
拓
く
、世
界
の
ト
ビ
ラ
！

トビタテ！全国集会

奈良市での壮行会
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T O P I C S

【
平
成
29
年
７
月
末
時
点
】

三
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
高
木
組

　
取
締
役
髙
木
久
雄
様

一
五
〇
、〇
〇
〇
円

岡

本

義

明

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

伊

藤

忠

通

様

久

保

憲

司

様

東

浦

啓

恭

様

七
〇
、〇
〇
〇
円

林
　
　
　
良

典

様

六
〇
、〇
〇
〇
円

紀
　
　
　
弥

嗣

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

上

村

延

宏

様

谷

川

義

明

様

広

村

孝

司

様

松

岡
　
　
　
茂

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

麻

苧

雅

俊

様

稲

垣

和

三

様

岡

山

正

徳

様

髙

島

邦

子

様

中

山

雄

治

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

木

村

由

一

様

小
　
西
　
佳
津
子
　
様

福

永
　
　
　
康

様

村

井

裕

司

様

森

本

照

美

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

池

川
　
　
　
徹

様

内

田

珠

里

様

大

塚

良

和

様

法
　
人

個
　
人

小

野
　
　
　
修

様

片

岡

一

晃

様

川

口
　
　
　
寛

様

京

本

勝

弘

様

久

保

皓

司

様

迎

田

美

幸

様

小

髙

政

子

様

城

野

博

次

様

髙

代

雄

司

様

竹

内

幸

雄

様

土

井

耕

一

様

中

川

康

宏

様

前
　
　
　
進

久

様

宮

木

健

一

様

五
、〇
〇
〇
円

池
　
上
　
由
起
男
　
様

大

石

弘

明

様

河
　
　
　
貞

夫

様

斉

藤
　
　
　
始

様

佐
々
木
　
友
紀
子
　
様

田

中

浩

一

様

水

流

増

森

様

寺

田

妙

子

様

永

井

俊

男

様

中

田

唱

子

様

守

山

侑

邦

様

三
、〇
〇
〇
円

内
　
山
　
ゆ
か
り
　
様

二
、〇
〇
〇
円

椚

原

正

一

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

（
中
谷
哲
弥
教
授
研
究
費
）

　
松
島
愛
奈
様

（
新
納
克
廣
教
授
研
究
費
）

　
松
本
忠
之
様

五
、〇
〇
〇
円

（
伊
藤
忠
通
教
授
研
究
費
）

　
岡
坂
正
幸
様

用
途
指
定

公立大学法人奈良県立大学教育研究支援基金へ、多くのみなさまからご賛同いただき、ご寄付をご頂戴いたし
ております。ここにご芳名を掲げ深く感謝の意を表します。 公立大学法人奈良県立大学理事長　北岡伸一

教育研究支援基金
ご 芳 名 録

交
流
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
青

空
の
下
、
小
さ

な
大
学
な
ら
で

は
の
交
流
が
で

き
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
場
が

実
現
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
８
月
17
〜
29
日

の
全
13
日
間
で

「
東
ア
ジ
ア
・
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
各
国
か

ら
全
57
名
が
受
講

し
、
本
学
か
ら
も

５
名
の
学
生
が
受

講
し
ま
し
た
。

　
７
月
18
日

（
火
）、
生
協
学

生
委
員
会
主
催

の
サ
マ
ー
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
夏
期
休
業

前
の
、
熱
く
ハ

ジ
け
た
学
生
イ
ベン
ト
な
ど
を
通
じ
て
交
流

が
深
まって
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。

　
昨
年
度

末
、１・２
号

館
の
耐
震
工

事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
半
年
間
の

期
間
を
要
し

学
生
や
関
係

者
各
位
に
は

ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し

た
。

　
地
域
貢

献
事
業
と
し

て
実
施
し
て

い
ま
す
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ

も
、今
年
度

４
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

年
々
受
講
生

が
増
え
て
お

り
、生
涯
学

習
の一つ
の
モ

デ
ル
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
５
月
27
日（
土
）、教
職
員
と
学
生
と
の

１・２
号
館
の
耐
震
工
事
完
了

交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

東
ア
ジ
ア・サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

目
　
的

　
施
設
及
び
設
備
等
の
整
備

並
び
に
学
生
支
援
等
の
た
め
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

大
学
教
育
研
究
の
質
の
向
上

を
図
り
、
優
れ
た
人
材
の
養

成
を
図
る
た
め
、「
公
立
大
学

法
人
奈
良
県
立
大
学
教
育
研

究
支
援
基
金
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
ぜ
ひ
、
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご

賛
同
を
い
た
だ
き
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
附
の
顕
彰
等

◆
基
金
使
途
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

◆
基
金
の
た
め
に
ご
提
供
い
た

だ
い
た
個
人
情
報
は
、
寄

附
金
収
受
事
務
及
び
寄
附

募
集
に
関
す
る
業
務
の
み
に

使
用
し
ま
す
。

教
育
研
究
支
援
基
金

ご
寄
附
の
お
願
い

寄附の申込み・お問い合わせは
奈良県立大学事務局総務課総務係（基金担当）TEL ： ０７４２－２２－４９７８　FAX ： ０７４２－２２－４９９１

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

 

こ
ん
に
ち
は
！
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
同
好
会
で
す
！
男
子

９
名
、女
子
12
名
の
計
21
名
で
、毎
週
水
曜
日
の
18

時
〜
20
時
、大
学
の
体
育
館
に
て
練
習
し
て
い
ま

す
。ま
た
、月
に
１
度
は
外
部
の
コ
ー
ト
を
借
り
て
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は「
楽
し
い
テ
ニ
ス
」で
す

(*’▽’)
。

自
分
た
ち
で
練
習
を
考
え
、楽
し
く
、自
由
な
テ
ニ

ス
を
心
が
け
て
い
ま
す
。経
験
者
、未
経
験
者
問
わ

ず「
テ
ニ
ス
を
し
た
い
！
」と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

皆
大
切
な
メ
ン
バ
ー
！
練
習
後
に
は
皆
で
ご
飯
を
食

べ
に
行
っ
た
り
、休
み
の
日
に
は
遊
び
に
い
っ
た
り
、テ

ニ
ス
以
外
で
も
、皆
で
わ
い
わ
い
で
き
る
の
も
楽
し
み

の
１
つ
で
す（
笑
）

　「
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
た

い
！
」「
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
た
い
！
」と
い
う
方

は
是
非
是
非
、水
曜
日
18
時
に
体
育
館
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
(^^
♪

C lub activities

ソフトテニス
同好会

　
卓
球
部
の
練
習
頻
度
は
週
３
回
。
毎
回
絶
対
参

加
し
な
き
ゃ
ダ
メ
！
な
ん
て
こ
と
は
全
く
な
く
、
来

れ
る
人
が
気
ま
ぐ
れ
に
集
ま
っ
て
真
面
目
に
練
習
し

た
り
、
時
々
ふ
ざ
け
た
り
し
て
い
る
、
そ
ん
な
ゆ
る

さ
を
持
っ
た
部
活
で
す
。
卓
球
を
楽
し
む
部
員
は

学
年
を
越
え
て
仲
が
良
く
、
唐
突
に
カ
ラ
オ
ケ
会

が
開
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
の
悩
み
は
男
子

部
員
の
少
な
さ
。
せ
っ
か
く
実
力
の
あ
る
男
子
部

員
が
い
る
の
に
人
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
今
年

は
団
体
戦
に
出
れ
る
か
ど
う
か
も
危
ぶ
ま
れ
る
と
か

…

？
　
卓
球
の
実
力
を
鍛
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

何
よ
り
、
卓
球
を
楽
し
む
こ
と
を
重
視
し
た
初
心

者
で
も
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
を
、
今
後
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

卓 球 部

（公表に同意いただいた方のみ掲載しております。）
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生協学生委員会 の活動紹介

県立大学に望むこと
元国土交通省事務次官、奈良県立大学客員教授
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■奈良県立大学学園祭の告知

Go to the ＳＨＵＫＡ‼
　　　　華ある宴が今ここに
　　５２（ごっつ）ええ感じ～‼

第 52回秋華祭、来場するすべての人を楽しませます。

11/5（日）

働く ナラ ・ プロジェクト
　COC／COC+推進室では、学生同士でキャリアについて考える「ピア・キャリア・サポート」のシステム構築を進めてい
ます。平成29年度は、学生たちが主に奈良で働く社会人にスポットを当て、奈良で働くこと・暮らすことについてインタ
ビュー調査をする「働くナラ・プロジェクト」を開始。５月にはプレイベントとして、橿原市にある辰巳電子工業（株）を訪問
し、社内見学や社員の方 と々の座談会の機会を設けていただきました。今後も、学生自らが企業訪問し、その内容を成
果物にまとめて、学内に広報していく予定です。現在、メンバー７名で活動中で、月２回ほど実施している定例会議で
は、プロジェクトの方向性や、奈良で働くこと・暮らすことについてディスカッションを行っています。奈良の社会人のライフ
スタイルに焦点を当てた「働くナラ・プロジェクト」の今後の活動内容にぜひ注目してください。

辰巳電子工業見学ツアー

辰巳電子工業見学ツアー 成果物作成中定例会議

ホームページリニューアル https://www.narapu.ac.jp/
大学ホームページをリニューアルしました。デザインを
一新したほか、英･中･韓の翻訳機能なども追加しました。
今後も充実した、また迅速な情報発信に努めていきます。

奈良県立大学


